
「
藤
島
地
域
子
ど
も
の

未
来
を
考
え
る
会
（
代
表

」

）

、

・
佐
藤
泰
浩
が
発
足
し

署
名
活
動
の
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
ま
で
に
提
出
し
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

方
向
性
あ
り
き
の
会
議

署
名
は
「
藤
島
地
域
の

、

小
学
校
統
合
、
小
中
学
校

の
義
務
教
育
学
校
整
備
に

慎
重
な
議
論
を
求
め
る
要

望
書
」
で
、
鶴
岡
市
長
と

市
教
育
長
、
市
議
会
議
員

に
提
出
さ
れ
ま
す
。

要
望
書
で
は
「
方
向
性

あ
り
き
の
よ
う
な
教
育
振

興
会
議
の
１
年
間
の
検
証

と
報
告
、
さ
ら
に
住
民
か

ら
の
回
答
が
少
数
だ
っ
た

２
度
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
の
み
で
方
向
性
、
結
論

を
表
明
す
る
に
は
あ
ま
り

に
も
性
急
で
あ
り
、
今
後

の
藤
島
地
域
全
域
に
お
け

る
急
激
な
人
口
減
少
、
藤

島
地
域
の
過
疎
化
を
さ
ら

に
助
長
し
か
ね
な
い
」
と

訴
え
て
い
ま
す
。

懸
念
に
誠
実
な
対
話
を

市
民
の
間
に
意
見
が
大、

き
く
分
か
れ
る
問
題
で
は

、

決
定
権
を
持
つ
為
政
者
は

そ
の
「
承
認
」
に
慎
重
な

対
応
が
必
要
で
す
。

令
和
４
年
６
月

日
の

21

第
１
回
総
合
教
育
会
議
で

は
、
小
中
一
貫
教
育
が
初

め
て
議
題
に
上
り
、
教
育

委
員
か
ら
懸
念
の
発
言
が

あ
り
な
が
ら
、
短
時
間
に。

導
入
が
決
め
ら
れ
ま
し
た

例
え
ば
、
保
護
者
や
地

域
の
方
に
丁
寧
な
説
明
と

周
知
が
大
事
だ
と
か
、
小

中
一
貫
教
育
が
目
的
化
し

な
い
よ
う
に
、
あ
く
ま
で

も
児
童
・
生
徒
が
主
で
あ

る
と
か
、
同
じ
人
間
関
係

が
続
く
こ
と
に
よ
る
い
じ

め
の
悪
化
、
特
別
支
援
、

合
同
行
事
な
ど
の
教
員
の

負
担
増
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

令
和
５
年

月

日
の

11

27

第
２
回
総
合
教
育
会
議
で

は
、
教
育
委
員
か
ら
、
小

学
校
の
統
廃
合
を
経
験
し

「

」

た
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス

や
、
藤
島
地
域
の
子
ど
も

の
「
今
の
ま
ま
少
な
い
人

数
の
学
校
が
い
い
」
と
い

う
意
見
に
共
感
す
る
と
い

う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
が
１
月

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で

29実
施
し
た
「
鶴
岡
型
小
中

（

）」

一
貫
教
育
基
本
計
画
案

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
、

人
か
ら
１
０
２

29

件
が
提
出
さ
れ
、
反
対
や

異
論
が

件
と
多
数
を
占

98

め
ま
し
た
。

こ
れ
ら
多
く
の
懸
念
の

意
見
に
、
市
教
委
は
ど
れ

だ
け
誠
実
に
対
話
を
し
て

き
た
で
し
ょ
う
か
。

教
育
と
い
う
最
も
公
共

的
な
場
で
、
異
論
の
あ
る

人
た
ち
と
の
相
互
的
な
議

論
を
重
ね
る
こ
と
な
く
、

一
方
的
に
「
承
認
」
さ
れ

て
い
く
な
ら
、
民
主
的
な

社
会
の
基
盤
が
崩
さ
れ
る。

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
参
考
：
暉
峻
淑
子
『
承

』

）

認
を
ひ
ら
く

岩
波
書
店
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（月２００円程度）
4月 30人 28,940円
3月 38人 30,340円

小
中
一
貫
、
慎
重
な
議
論
を
求
め
る
要
望
書

市
民
が
立
ち
上
が
り
、
署
名
活
動
始
ま
る



、

今
年
か
ら

歳
と
な
り

75

後
期
高
齢
者
医
療
と
な
っ

た
が
、
窓
口
負
担
３
割
と

言
わ
れ
、
市
の
窓
口
に
相

談
し
た
が
、
納
得
で
き
な

い
と
、
苦
情
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。

農
家
の
お
母
さ
ん
で
、

課
税
所
得
１
４
５
万
円
以

上
の
「
現
役
並
み
の
所
得

者
」
と
言
わ
れ
て
も
、
農

業
は
暮
ら
し
が
や
っ
と
の。

思
い
だ
と
訴
え
て
い
ま
す

、

後
継
者
に
経
営
移
譲
し

年
金
だ
け
な
ら
１
割
負
担

に
な
る
と
言
わ
れ
て
も
、

必
死
に
田
ん
ぼ
や
畑
を
守

っ
て
い
る
高
齢
者
に
、
政

治
は
理
不
尽
だ
と
怒
り
を

ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。

（

）

令
和
４
年
２
０
２
２

月
１
日
か
ら
、
窓
口
負

10担
２
割
が
導
入
さ
れ
た
人

に
は
、
令
和
７
年
（
２
０

）

、

２
５
９
月

日
ま
で
は

30

負
担
額
を
３
０
０
０
円
ま

で
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
入
（

院
は
対
象
外
）
が
、
３
割

負
担
の
人
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。

支
援
金
５
・
３
％

令
和
８
年
度
か

ら
新
た
に
、
保
険

料
に
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
金
」

が
加
わ
り
ま
す
。

後
期
医
療
保
険

料
と
国
保
税
は
、

支
援
金
の
占
め
る

割
合
は
５
・
３
％

（
被
用
者
保
険
４

・
５
％
）
と
、
最。

も
高
く
な
り
ま
す

１
人
あ
た
り
月

額
平
均
は
段
階
的

に
、

年
度
に
国

10

保
は
４
０
０
円
、

後
期
医
療
は
３
５

０
円
の
負
担
増
が

迫
ら
れ
ま
す
。

者
に
３
回
会
い
、
彼
を
説

得
し
た
・
・
・
・
日
本
は

。

急
激
に
軍
事
費
を
増
や
し

た
」
と
演
説
し
た
と
タ
イ

。
ム
誌
に
出
て
い
る
ト
。
だ

か
ら
、
前
回
は
肩
を
抱
か

れ
て
い
た
ん
だ
。

▲
そ
の
喜
び
の
程
が
、
晩

さ
ん
会
に
て
ん
こ
盛
り
に

な
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
食
事

・
デ
ザ
ー
ト
は
勿
論
、
こ

ち
ら
か
ら
行
っ
た
方
々
も

多
彩
だ
っ
た
で
す
ね
～
。

宇
宙
飛
行
士
、
楽
天
グ
ル

ー
プ
社
長
、
車
椅
子
テ
ニ、

ス
男
子
の
世
界
の
ト
ッ
プ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
な
ど
と
Ｙ、

Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
も
呼
ん
で

。

遅
く
ま
で
喜
ん
だ
ン
ダ
ト

▲
喜
び
の
席
に
呼
ば
れ
た

方
々
は
、
ど
ん
な
手
順
で

い
つ
頃
選
ば
れ
た
の
だ
ろ

う
か
・
と
思
い
ま
せ
ん
？

行
き
の
乗
り
物
は
首
相
と

一
緒
か
ナ
な
ら
帰
り
は
？

。

選
ば
れ
た
喜
び
は
大
き
い

だ
ろ
う
が
、
ご
苦
労
な
事

で
す
。
着
る
物
も
あ
る
だ

ろ
う
し
「
ご
く
ろ
う
め
」

、

は
ナ
ン
ボ
な
も
ん
だ
ろ
う

か
？
（
石
川
）

。

い
う
希
望
が
出
さ
れ
た
。

し
か
し
地
方
分
社
を
許

さ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ

に
代
え
て
天
皇
ゆ
か
り
の

地
を
聖
蹟
と
し
偲
び
た
い

と
い
う
声
が
起
っ
た
。

１
９
１
９(

大
正
８)

年

４
月
『
史
蹟
名
勝
天
然
記

念
物
保
存
法
』
が
制
定
、

同
年
６
月
１
日
施
行
さ
れ

た
。以

降
、
識
者
な
ど
の
種

国
賓
に
な
る
理
由

わ

け

岸
田
首
相
が
米
国
に
行

っ
た
。
今
回
は
９
年
ぶ
り

の
国
賓
だ
と
か
。
こ
れ
を

機
に
、
人
気
下
落
中
の
首

相
の
持
ち
上
げ
に
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
は
躍
起
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
た
ん
だ
が
。

▲
中
国
の
動
き
に
対
す
る

対
策
と
し
て
、
行
く
た
び

に
同
盟
の
強
化
を
言
い
、

い
よ
い
よ
指
揮
命
令
系
統

は
一
本
化
か
。
そ
ん
な
進

展
に
今
回
は
、
比
国
も
話

し
合
い
に
加
わ
り
、
中
国

を
取
り
囲
む
形
に
な
っ
た

が
、
仲
良
く
す
る
事
も
考

え
て
も
ら
わ
な
い
と
。

▲
と
も
あ
れ
、
揉
め
た
国

会
の
日
程
を
合
わ
せ
、
言

わ
れ
た
よ
う
に
、
大
軍
拡

の
予
算
成
立
を
土
産
に
、

同
盟
強
化
を
確
認
し
に
行

っ
た
の
だ
か
ら
、
国
賓
と

称
す
る
扱
い
は
大
統
領
の

喜
び
の
表
れ
だ
ろ
う
。

、

▲
言
わ
れ
た
よ
う
に
と
は

去
年
の
６
月

日
に
大
統

20

領
は
「
私
は
日
本
の
指
導

、

１
９
１
２(

明
治

)

年
45

明
治
天
皇
が
死
去
し
た
。

天
皇
が
巡
幸
で
休
息
や

宿
泊
し
た
場
所
を
聖
蹟
と

し
、
そ
の
建
物
の
保
存
や

記
念
碑
を
建
て
、
天
皇
の

遺
徳
を
偲
ぼ
う
と
す
る
声

が
起
っ
た
。

明
治
神
宮
が
東
京
代
々

木
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
と
、
各
地
に
分
社
を

つ
く
り
、
参
拝
し
た
い
と

東
田
川
史
跡
物
語

巡
幸
関
係
碑
の
建
立
①青

山

崇

々
の
活
動
、
例
え
ば
道
府

県
に
調
査
依
頼
な
ど
も
行

わ
れ
た
。

し
か
し
「
保
存
法
」
に

、

基
づ
く
文
部
省
指
定
は
１

９
３
３(

昭
和
８)

年
以
後

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
の
背
景

に
は
、
東
大
教
授
黒
板
勝

美
は
、
ド
イ
ツ
留
学
で
学

ん
だ
と
し
て
、
史
蹟
名
勝

保
護
を
国
民
教
化
の
手
段

と
す
る
こ
と
を
唱
え
、
史

蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存

協
会
が
１
９
１
１
年
発
足

し
、
政
府
高
官
や
華
族
や

学
者
が
参
加
し
た
。

史
蹟
名
勝
保
存
に
よ
り

愛
国
心
を
高
め
る
啓
蒙
活

後
期
医
療
の
窓
口
負
担
３
割
、
納
得
で
き
な
い

※山形県後期高齢者医療広域連合ＨＰから

動
を
起
こ
し
、
世
論
の
喚

起
を
は
か
っ
た
。

、

こ
う
い
う
状
況
の
中
で

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年。

文
部
省
は
指
定
を
始
め
た

い
わ
ば
一
次
指
定
で
１

３
７
５
ヶ
所
を
選
ん
だ
。

聖
蹟
は
行
在
所

ヶ
所
，

53

。

小
休
所
６
ケ
所
で
あ
っ
た

し
か
し
戦
後
は
、
日
本、

の
学
者
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

聖
蹟
は
新
憲
法
に
そ
ぐ
わ

な
い
な
ど
の
意
見
に
よ
っ

て
１
９
４
８
年
、
３
７
７

ヶ
所
が
一
斉
に
指
定
解
除

さ
れ
た
。

県
内
の
状
況
に
つ
い
て

は
次
号
に
つ
づ
く
。

横須賀行在所碑


